








研究目的

　先天白内障は,白内障のほかに眼異常(小眼球,虹彩低形成,黄斑低形成,視神

経低形成など)および全身異常(精神発達遅延,脳性麻庫,各種症候群)を約 80%

に合併すること,また後者の全身異常を伴う白内障“syndrome cataract"の生

存率が医療の進歩とともに向上して以来,その治療が大きな問題となってきた。

さちに,最近,弱視の実験モデルが作成され,それによって弱視の病態の解明が

進むにつれ先天白内障が弱視との関連で注目を集めるようになり,両眼性白内

障は form vision deprivation による弱視の 1 つの代表とされ,また片眼先天

白内障は,form vision deprivation のほか binocular competition (binocular

interaction)が加わり,弱視の重症度は最も強いものとされるに至った。


